
学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

所定の単位の修得により、以下に示す水準に達した学生に対して「学士（法学）」を授与する。 

［法律学科］ 
1. 条文の解釈や判例の読み方といった法技術的な知識を身につけた学生 

2. 基礎法学・実定法学の各分野での理論的・実践的な法学教育を通じて、法学の体系的・専門的な知識を身につけた学生 

3. 法の内容それ自体に対する批判的な見方を可能にするような多角的観点から分析する能力と柔軟な思考力を修得した学生 

4. 身につけた知識と修得した分析能力・思考力を活用して、法的な問題の妥当な解決を図ることができるリーガル・マインドをもつ

学生 

［政治学科］ 
1. 基礎科目として開講される教養科目の履修により、政治学ないし社会科学の領域を超えた教養と学識を獲得した 

2. 専門教育科目の必修科目および選択科目を履修することにより、政治学に係る専門知識を獲得した 

3. 口頭報告ないしリポート・論文等によって、研究結果を取りまとめ報告することができる 

4. 演習・ワークショップ等の場において積極的に討論するなど、コミュニケーションをはかることができる 

［国際政治学科］ 
1. グローバル時代に活躍するのに必要な国際政治学の領域を超えた幅広い教養と学識を獲得している 

2. 専門科目を履修することにより、地球規模問題群やアジア地域の諸問題に対する観察力と分析力、さらには積極的に行動する地球

市民意識を有している 

3. 専門科目の中の実践講座科目等を履修することにより、実践的な英語力を含む語学力と異文化理解力を習得している 

4. 必修科目である演習や選択科目である卒業論文、リサーチペーパー等によって、構想力・独創性・主体性・コミュニケーション能

力を備えている 

 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

ディプロマ・ポリシーを実現するために、各学科で独自の教育課程を編成している。 

［法律学科］ 

■カリキュラム編成の方針 
1. 1・2 年生に向けて、基礎となる法律学教育の充実や学問的な視野を広げる科目群を展開し、3・4 年生には、各志望に適合的な科目

を多数開講するとともに、演習による少人数指導等を通して教育の専門性を深めていくことを目指してカリキュラムを編成する。 

2. 系統的な科目履修を可能にすると同時に、科目選択の自由を必要以上に制約しないとの考え方に基づき、ガイドライン型のコース

制を採用し、各コースに沿って履修すれば、系統的で総合的な勉強ができるように編成する。  

3. 幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するため、専門教育科目と共に市ヶ谷基礎（ILAC）科目をもっ

て学部の教育課程を構成する。 

■専門教育科目の構成と特色 
1. 1 年次は法学入門、法学入門演習などの入門的な科目や憲法・民法・刑法といった基本科目の履修を中心とし、2年次以降にコース

の独自性が出てくるように編成する。 

2. 6 つのガイドライン型コースを提示する。 

① 法律専門職や公務員等を目指す学生に適した「裁判と法コース」 

② 公務員、マスコミ、教育関係を目指す学生に適した「行政・公共政策と法コース」 

③公認会計士・司法書士等の専門職や各種企業への就職，企業の法務部担当者等を目指す学生に適した「企業・経営と法コース（商

法中心）」 

④社会保険労務士・労働基準監督官等の専門職や各種企業への就職等を希望する学生に適した「企業・経営と法コース（労働法中

心）」 

⑤ 国際関係・国際業務などに適した「国際社会と法コース」 

⑥法哲学・法史学・外国法など法的教養を深めるのに適した「文化・社会と法コース」 

3. 3・4 年次には、1・2年次までの基本的な科目の履修を踏まえて、選択したコースに即して科目を履修するとともに、多角的観点か

ら分析する能力と柔軟な思考力を一層修練する場として少人数のゼミナール（演習）を履修させる。 

 

 

［政治学科］ 
1. 政治学の対象はあらゆる社会領域に及ぶまでに範囲が広く、必ずしも初等中等教育において十分な準備を経て入学する学生ばかり

ではない。そこで初年次必修科目として所属教員のリレーによる「政治学の基礎概念」を配し、政治学諸領域の導入を図る。 

2. 政治学の対象に係る性質上、その学習および研究には幅広い教養に基礎を置くことが欠かせない。そこで、幅広い教養科目を市ヶ

谷基礎（ILAC）科目として配する。 

3. 非常に多岐にわたる政治学の専門領域はさまざまに分類することができる。本政治学科においては、「理論・歴史・思想」と「政

策・都市・行政」の科目群に大別し、学生の関心に応じて効果的かつ効率的に学識が得られるように科目を配置する。 

4. 学生の知的好奇心を尊重しつつ現代社会のさまざまに変化する要請に応え得る人材を育成するために、多彩な科目を配置し、なる

べく自由に選択できるように必修科目および学年による履修制限を最小限に抑える。 

［国際政治学科］ 
1. 国際政治学の対象は範囲が広く、必ずしも初等中等教育において十分な準備を経て入学する学生ばかりではない。そこで初年次必

修科目として所属教員のリレーによる「国際政治への案内」を配し、国際政治学の諸分野への導入を図る。 

2. 国際政治学の対象に係る性質上、その学習および研究には幅広い教養に基礎を置くことが欠かせない。そこで、幅広い教養科目を

市ヶ谷基礎（ILAC）科目として配する。 

3. 4 年間を通じて、実践的な英語力を向上させるために、基礎科目だけでなく、専門科目にも英語力向上を主な目的とした科目を配

置する。 

4. 多岐にわたる国際政治学の専門領域はさまざまに分類することができる。本国際政治学科においては、「グローバル・ガバナンス」

と「アジア国際政治」の２つのコースに大別し、学生の関心に応じて効果的かつ効率的に学識が得られるように科目を配置する。 

5. 学生の知的好奇心を尊重しつつ国際社会のさまざまに変化する要請に応えるためにコース別科目や選択科目として多彩な科目を配

置するとともに、現実とのダイアログができる人材を育成するために、総合講座科目として、グローバル社会の第一線で活躍する

実務家たちによるオムニバス形式の科目も開設する。 

6. 国際政治学科のすべての学生が、特定のテーマに焦点を絞って、専門的かつ主体的に学習する機会を持つことができるように、演

習を必修科目とする。 

 

大学の学修成果の把握に関する方針（アセスメント・ポリシー） 

［法律学科］ 
1. 教養教育段階の少人数教育におけるアクティブラーニング、ディスカッション、レポート作成等を通じて、外国語能力等の幅広い

教養のほか、自主的、主体的かつ能動的な学習態度が身についているかを測定する。 

2. 基礎法学および実定法学の各分野における専門科目等の学習や研究活動の発表、レポート作成等を通じて、法律学科が求める体系

的・専門的な知識・能力が身に付いているかを測定する。 

3. 専門教育段階の専門演習等の少人数教育におけるアクティブラーニング、ディスカッション、レポート作成等を通じて、法律学に

おいて求められる法技術的な知識と法的思考力、判断力、表現力が身についているかを測定する。 

4. 単位の修得状況や成績評価等を用いて、ディプロマ・ポリシーで求める必要な能力が身についているかを測定する。 

［政治学科］ 
1. 政治学入門演習等、少人数教育の場での討論、報告、レポート作成等を通じて、主体的、自主的、能動的な学修態度や、学科課程

で求める思考力、判断力、表現力が身についているかを測定する。 

2. 授業やゼミ等における学習・研究活動の発表、各種のＰＢＬ、課題解決型フィールドワーク、レポート作成、等の 教育ならびに研

究成果の実績・評価等を用いて、政治学科が求める幅広い教養、専門知識・能力が身に付いているかを測定する。 

3. 単位取得状況、成績評価等を用いて、ディプロマ・ポリシーで求める必要な能力が身についているかを測定する。 

［国際政治学科］ 
1. 科目ごとの成績評価と単位取得状況を通じて、幅広い教養と学識、問題発見力、課題発見力と分析力の学修成果を測定する。 

2. TOEIC、TOEFL、TOEFL ITP（2019 年度からは ELPA の大学生向けプレイスメント・テスト）の成績、科目ごとの成績評価、単位取得

状況を通じて、実践的な語学力とコミュニケーション能力の学修成果を測定する。 

3. 科目ごとの成績評価と単位取得状況を通じて、グローバル化時代に活躍するために必要な構想力、独創性、主体性、異文化理解力

の学修成果を測定する。 

 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

所定の単位の修得により、以下に示す水準に達した学生に対して「学士（法学）」を授与する。 

［法律学科］ 
1. 条文の解釈や判例の読み方といった法技術的な知識を身につけた学生 

2. 基礎法学・実定法学の各分野での理論的・実践的な法学教育を通じて、法学の体系的・専門的な知識を身につけた学生 

3. 法の内容それ自体に対する批判的な見方を可能にするような多角的観点から分析する能力と柔軟な思考力を修得した学生 

4. 身につけた知識と修得した分析能力・思考力を活用して、法的な問題の妥当な解決を図ることができるリーガル・マインドをもつ

学生 

［政治学科］ 
1. 基礎科目として開講される教養科目の履修により、政治学ないし社会科学の領域を超えた教養と学識を獲得した 

2. 専門教育科目の必修科目および選択科目を履修することにより、政治学に係る専門知識を獲得した 

3. 口頭報告ないしリポート・論文等によって、研究結果を取りまとめ報告することができる 

4. 演習・ワークショップ等の場において積極的に討論するなど、コミュニケーションをはかることができる 

［国際政治学科］ 
1. グローバル時代に活躍するのに必要な国際政治学の領域を超えた幅広い教養と学識を獲得している 

2. 専門科目を履修することにより、地球規模問題群やアジア地域の諸問題に対する観察力と分析力、さらには積極的に行動する地球

市民意識を有している 

3. 専門科目の中の実践講座科目等を履修することにより、実践的な英語力を含む語学力と異文化理解力を習得している 

4. 必修科目である演習や選択科目である卒業論文、リサーチペーパー等によって、構想力・独創性・主体性・コミュニケーション能

力を備えている 

 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

ディプロマ・ポリシーを実現するために、各学科で独自の教育課程を編成している。 

［法律学科］ 

■カリキュラム編成の方針 
1. 1・2 年生に向けて、基礎となる法律学教育の充実や学問的な視野を広げる科目群を展開し、3・4 年生には、各志望に適合的な科目

を多数開講するとともに、演習による少人数指導等を通して教育の専門性を深めていくことを目指してカリキュラムを編成する。 

2. 系統的な科目履修を可能にすると同時に、科目選択の自由を必要以上に制約しないとの考え方に基づき、ガイドライン型のコース

制を採用し、各コースに沿って履修すれば、系統的で総合的な勉強ができるように編成する。  

3. 幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するため、専門教育科目と共に市ヶ谷基礎（ILAC）科目をもっ

て学部の教育課程を構成する。 

■専門教育科目の構成と特色 
1. 1 年次は法学入門、法学入門演習などの入門的な科目や憲法・民法・刑法といった基本科目の履修を中心とし、2年次以降にコース

の独自性が出てくるように編成する。 

2. 6 つのガイドライン型コースを提示する。 

① 法律専門職や公務員等を目指す学生に適した「裁判と法コース」 

② 公務員、マスコミ、教育関係を目指す学生に適した「行政・公共政策と法コース」 

③公認会計士・司法書士等の専門職や各種企業への就職，企業の法務部担当者等を目指す学生に適した「企業・経営と法コース（商

法中心）」 

④社会保険労務士・労働基準監督官等の専門職や各種企業への就職等を希望する学生に適した「企業・経営と法コース（労働法中

心）」 

⑤ 国際関係・国際業務などに適した「国際社会と法コース」 

⑥法哲学・法史学・外国法など法的教養を深めるのに適した「文化・社会と法コース」 

3. 3・4 年次には、1・2年次までの基本的な科目の履修を踏まえて、選択したコースに即して科目を履修するとともに、多角的観点か

ら分析する能力と柔軟な思考力を一層修練する場として少人数のゼミナール（演習）を履修させる。 

 

 

［政治学科］ 
1. 政治学の対象はあらゆる社会領域に及ぶまでに範囲が広く、必ずしも初等中等教育において十分な準備を経て入学する学生ばかり

ではない。そこで初年次必修科目として所属教員のリレーによる「政治学の基礎概念」を配し、政治学諸領域の導入を図る。 

2. 政治学の対象に係る性質上、その学習および研究には幅広い教養に基礎を置くことが欠かせない。そこで、幅広い教養科目を市ヶ

谷基礎（ILAC）科目として配する。 

3. 非常に多岐にわたる政治学の専門領域はさまざまに分類することができる。本政治学科においては、「理論・歴史・思想」と「政

策・都市・行政」の科目群に大別し、学生の関心に応じて効果的かつ効率的に学識が得られるように科目を配置する。 

4. 学生の知的好奇心を尊重しつつ現代社会のさまざまに変化する要請に応え得る人材を育成するために、多彩な科目を配置し、なる

べく自由に選択できるように必修科目および学年による履修制限を最小限に抑える。 

［国際政治学科］ 
1. 国際政治学の対象は範囲が広く、必ずしも初等中等教育において十分な準備を経て入学する学生ばかりではない。そこで初年次必

修科目として所属教員のリレーによる「国際政治への案内」を配し、国際政治学の諸分野への導入を図る。 

2. 国際政治学の対象に係る性質上、その学習および研究には幅広い教養に基礎を置くことが欠かせない。そこで、幅広い教養科目を

市ヶ谷基礎（ILAC）科目として配する。 

3. 4 年間を通じて、実践的な英語力を向上させるために、基礎科目だけでなく、専門科目にも英語力向上を主な目的とした科目を配

置する。 

4. 多岐にわたる国際政治学の専門領域はさまざまに分類することができる。本国際政治学科においては、「グローバル・ガバナンス」

と「アジア国際政治」の２つのコースに大別し、学生の関心に応じて効果的かつ効率的に学識が得られるように科目を配置する。 

5. 学生の知的好奇心を尊重しつつ国際社会のさまざまに変化する要請に応えるためにコース別科目や選択科目として多彩な科目を配

置するとともに、現実とのダイアログができる人材を育成するために、総合講座科目として、グローバル社会の第一線で活躍する

実務家たちによるオムニバス形式の科目も開設する。 

6. 国際政治学科のすべての学生が、特定のテーマに焦点を絞って、専門的かつ主体的に学習する機会を持つことができるように、演

習を必修科目とする。 

 

大学の学修成果の把握に関する方針（アセスメント・ポリシー） 

［法律学科］ 
1. 教養教育段階の少人数教育におけるアクティブラーニング、ディスカッション、レポート作成等を通じて、外国語能力等の幅広い

教養のほか、自主的、主体的かつ能動的な学習態度が身についているかを測定する。 

2. 基礎法学および実定法学の各分野における専門科目等の学習や研究活動の発表、レポート作成等を通じて、法律学科が求める体系

的・専門的な知識・能力が身に付いているかを測定する。 

3. 専門教育段階の専門演習等の少人数教育におけるアクティブラーニング、ディスカッション、レポート作成等を通じて、法律学に

おいて求められる法技術的な知識と法的思考力、判断力、表現力が身についているかを測定する。 

4. 単位の修得状況や成績評価等を用いて、ディプロマ・ポリシーで求める必要な能力が身についているかを測定する。 

［政治学科］ 
1. 政治学入門演習等、少人数教育の場での討論、報告、レポート作成等を通じて、主体的、自主的、能動的な学修態度や、学科課程

で求める思考力、判断力、表現力が身についているかを測定する。 

2. 授業やゼミ等における学習・研究活動の発表、各種のＰＢＬ、課題解決型フィールドワーク、レポート作成、等の 教育ならびに研

究成果の実績・評価等を用いて、政治学科が求める幅広い教養、専門知識・能力が身に付いているかを測定する。 

3. 単位取得状況、成績評価等を用いて、ディプロマ・ポリシーで求める必要な能力が身についているかを測定する。 

［国際政治学科］ 
1. 科目ごとの成績評価と単位取得状況を通じて、幅広い教養と学識、問題発見力、課題発見力と分析力の学修成果を測定する。 

2. TOEIC、TOEFL、TOEFL ITP（2019 年度からは ELPA の大学生向けプレイスメント・テスト）の成績、科目ごとの成績評価、単位取得

状況を通じて、実践的な語学力とコミュニケーション能力の学修成果を測定する。 

3. 科目ごとの成績評価と単位取得状況を通じて、グローバル化時代に活躍するために必要な構想力、独創性、主体性、異文化理解力

の学修成果を測定する。 

 


